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今月の聖句 

ハレルヤ 

主はよみがえられた 
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ちゅうりっぷ組さん、たんぽぽ組さん、

そしてゆり組さん進級おめでとうございま

す。そして入園おめでとうございます。入

園式、始業式に、教会の仕事で小笠原

の教会の礼拝のお手伝いに行くことにな

って皆さんとご一緒できないことは本当

に残念です。４月中旬に帰りますので一

緒に楽しく遊びましょう。４月の初めの行

事は髙橋宏幸理事長がしてくださいます。

こどもたちは新しい環境の中で不安や期

待もあると思います。今月はとにかく幼稚

園は楽しいね。毎日遊びに来ようといっ

た気持ちになれればと思っています。今

までの担任も替わります。お兄さんお姉

さんが卒園して少し人数も少なくなりまし

たが、みんな元気に遊ぶことができたら

と思います。 

さて今月は 4 月 5 日は教会の最も大

切なお祭りの日、復活日、イースターで

す。クリスマスやハロウィン、バレンタイン

デーなどは商業的にも騒がれるので知ら

れていますが、イースター、復活？何か

分からない、信じられないと言う反応が

大勢だと思います。十字架に架かって死

んだイエスは三日目に復活した。初めて

聞いたら、何を非科学的なことを言って 
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いるのだと思われるでしょう。しかしキリス 

ト教はこの復活がなければ意味が無いと

言っても過言でもありません。復活という

言葉がもつイメージが悪いのかも知れま

せん。新しく生まれる、誕生。あるいは立

ち上がる力という方が良いかも知れませ

ん。復活というと、再生とか、敗者復活と

か、元に戻るというイメージですが、教会

の復活はそうではありません。 

教会はイエスが神の独り子であり、救

い主だと信じています。イエスがこの世

に降られた。神の傍らからこの世界に来

てくださった。それは神が私たちを愛し

てくださっているということを分からせるた

めでした。私たちの現実はいつも自分の

事ばかり考えて、神が願うように互いに

愛し合い、支え合って生きる事ができな

いことが多いのです。神が私たちに対す

る期待、神からの願いと異なる生き方を

する事を罪だと表現します。ギリシャ語で

は的外れという単語が使われます。だか

ら私たちは神の思いに添えるように、自

分の方向をきちんと定めていく必要があ

ります。 よくキリスト教は人々を罪人扱い

すると言う方が

いますが、犯罪

を犯していると

言うよりも神の思

いに反する自分

中心な存在だと

いうことです。そ



んな罪深い存在から新しい歩みをするた

めにどうしたらよいのか。人間は一生懸

命に努力することが求められているので

しょうか。あるいは罪深い生活をしてきた

償いをしなければならないのでしょうか。

聖書は私たちが努力し続ける事は難し

い、償うことも難しいと神が考えているこ

とを伝えています。そうだとしたら取り返

しがつかないのでは。神は私たちを愛す

るがゆえに、そんな罪を帳消しにしようと

考えました。それがイエスの十字架の出

来事です。我が子を十字架に進ませて

人々の罪をすべて担わせて死ぬ事で赦

そうとされました。私たちは神の子がこの

世に来た。救ってくださるというならば、

スーパーヒーローとなって悪の勢力をバ

ッタバッタとやっつけてくれるのではと想

像します。しかし神はそんな力で力を押

さえつけるのではなく、愛に根ざして、大

きな犠牲を払ってわたしたちを助けようと

されたのです。神の子なら十字架に架か

って死ぬはずはない。十字架から降りて

くることも可能なはずだ。イエスの十字架

の周囲にいた人々は思いました。神がい

るなら私たちの願いが叶うように取り計ら

ってくれるはずだ。いくらお願いしてもお

祈りを聞いてくれな

いという方がいます。

確かに神の計画は

私たちの思いを超

えています。目先

のことに右往左往

しません。祈りが聞

かれない、だから

神はいないと言う

気持ちは分かりま

す。しかし神の計画は不思議です。遠回

りです。一人一人に働きかけて、互いに

愛し合い、支え合って生きる様にと励ま

し、力づけます。どんなに励まされても私

たちには肉体的な限界があります。それ

が死です。神は肉体は滅びるけれども、

あなたが全て無くなるわけではない。永

遠の命を与えられているのだから安心し

なさいと教えます。イエスが十字架の死

から三日目に墓から出てきたことはその

ことの確かな証拠だというのです。イエス

の周囲にいた弟子たちはそれまでは臆

病で、この世の事しか考えない、気の小

さい人々でした。しかし復活したイエスと

出会った彼らは、イエスから平和がいつ

もあるようにと言われたときから、力強く、

誰かが邪魔しても、たとえそのことで死を

宣告されてもイエスの教えを、神の思い

を伝え始まったのです。自分たちは死ん

で終わりではなく永遠の命が与えられて

いる。辛いとき悲しいとき、確かに自分と

一緒にいてくださる。だから出会う人々を

本当に大切にして、誰もが喜びに満たさ

れて、踏みつけにされたり、排除されるこ

とがないような社会を建設していこうと語

り始め、実行しました。そのことは今日の

教会に受け継いでいます。イエスが死を

打ち破ってくださった。そしていつも共に

いてくださる。いつも喜びに満たされて

生きることができる。そのことを信じていま

す。イエスの復活を祝う日は教会にとっ

て大変に重要な祝日となりました。毎週

の日曜日も復活の日を祝う様になりまし

た。すべては復活の希望から始まります。

今月は子どもたちと復活のイエスを祝い

ます。 


